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１．西仮グラウン

ド利活用方針の

検討「凍結」は

撤回を 

窪田町長は１月１８日の全員協議会で、「西仮グラウン

ド利活用の検討」については「延期する」と表明した。  

検討再開の具体的な時期については示さなかった。 

そこで、以下質問する。 

（１）現時点での西仮グラウンド利活用方針「検討」の  

到達点はどうなっているのか。簡潔に説明されたい。 

（２）町で決めたこれまでの方針を、「公約事業の早期  

実現を優先したい…」といった理由から覆すような 

ことは問題ではないか。 

（３）窪田町長は西仮グラウンドの利活用方針を検討、 

あるいは策定すること自体が、「公約事業の『妨げ』

になる」という考えなのか。 

（４）窪田町長は、「公約事業の早期実現を優先するため、

延期する」、「公約事業の進捗や財政状況等を踏まえ、

適切な時期に検討を再開する」というが、それは（検

討再開の時期は）いつ頃になるのか。「下野久喜線の

整備や中核的病院の誘致等に一定の目途がついて 

から（再開する）」ということか。 

（５）「公約事業の早期実現を優先したい」、「町の財政  

状況がある」としても、西仮グラウンド利活用方針の 

検討そのものについては「凍結」してしまうのでは 

なく継続をして、令和５年度中には一定程度の基本 

方針を策定すべきではないか。 
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